
美
知
子
幹
事
が
披
講
。

　
そ
の
あ
と
高
田
勇
幹
事
、
五
箇
洋
子
理
事
、

岡
田
康
裕
理
事
、
大
塚
喜
子
理
事
、
森
野
稔
理

事
が
講
評
。

　
引
き
続
き
表
彰
式
に
移
り
、
関
口
和
美
北
日

本
新
聞
社
生
活
文
化
部
長
よ
り
北
日
本
新
聞
社

賞
、
中
坪
達
哉
会
長
よ
り
連
盟
賞
が
そ
れ
ぞ
れ

に
贈
呈
さ
れ
た
。（
成
績
は
別
掲
）

　
浅
野
義
信
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
大
会

は
成
功
裡
に
終
了
。

　
尚
、
当
日
連
盟
合
同
句
集
（
第
四
十
九
集
）

を
発
刊
し
配
布
し
た
。

　
ま
た
、
北
日
本
新
聞
社
主
催
の
「
越
の
賛
歌
」

作
品
（
投
句
数
二
四
六
句
）
の
入
賞
句
は
北
日

本
新
聞
十
月
二
十
四
日
（
木
）
付
け
朝
刊
に
掲

載
さ
れ
発
表
と
な
っ
た
。

　
七
月
十
四
日
（
日
）
夏
季
吟
行
会
を
開
催
。

氷
見
市
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
小
雨
ま
じ
り
の
中
朝
日
山
公
園
、
見
晴
ら

し
の
丘
、
ふ
れ
あ
い
の
森
等
を
吟
行
。
参
加
役

員
が
選
句
を
行
っ
た
。
出
句
数
は
百
三
十
句
、

参
加
者
六
十
五
名
。

　
富
山
県
芸
術
祭
主
催
並
び
に
富
山
県
民
芸
術

文
化
祭
参
加
の
秋
季
俳
句
大
会
は
十
月
五
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら
、
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル
に
て
、

九
十
四
名
の
参
加
を
得
、
荒
木
か
づ
を
幹
事
の

司
会
に
よ
り
開
催
。
中
坪
達
哉
会
長
は
「
本
年
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度
で
合
同
句
集
も
第
四
十
九
集
と
な
っ
た
。
県

俳
句
連
盟
は
昭
和
五
十
年
に
設
立
さ
れ
、
令
和

七
年
度
に
は
五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
る
。
大
き
な
節
目
に
当
た
り
俳
句
文
芸
の
素

晴
ら
し
さ
を
世
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
日
本
語
の
美

し
い
調
べ
、
さ
ら
に
は
富
山
県
の
魅
力
の
発
信

に
適
っ
た
句
作
り
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
学
芸
課
長
、

新
谷
秀
夫
先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
大
伴
家
持
が

感
動
し
た
越
中
の
四
季
」
の
演
題
で
、
萬
葉
集

の
中
で
越
中
に
か
か
わ
っ
て
歌
わ
れ
た
「
越
中

万
葉
」
を
中
心
に
、
豊
富
な
資
料
を
基
に
分
か

り
や
す
く
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
演
要
旨
は
別
掲
）

　
小
憩
後
、俳
句
大
会
に
入
る
。出
句
数
は
五
〇
二

句
（
二
五
一
名
）。
連
盟
役
員
に
よ
っ
て
選
考
さ

れ
た
特
選
句
、
入
賞
句
を
森
純
子
幹
事
、
布
本

第　99　号

令
和
六
年
十
二
月
一
日
発
行

富
山
市
安
住
町
二
―
一
四

　
〒
930
―

0094
　
電
話
〇
七
六
―
四
四
五
―
三
四
四
三 

　
振
替
番
号  

金
沢
　
五

―
一
七
一
〇
八

　
北

日

本

新

聞

社

編

集

局

内

富

山

県

俳

句

連

盟

（挨拶の中坪達哉会長）

　
令
和
七
年
度

　

富
山
県
俳
句
連
盟
五
十
周
年
記
念
大
会

　
　
総
会
・
記
念
俳
句
大
会
（
予
告
）

　
日
　
時
　
令
和
七
年
六
月
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
十
三
時
～
十
六
時
　
　
　
　

　
会
　
場
　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

　
記
念
講
演
会
　
講
師
　「
小
熊
座
」
主
宰

　
　
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
ム
ツ
オ
先
生

　
祝
賀
会
会
場
　
県
民
会
館
八
階

　
　
　
　
　
　
　
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

　

第
七
十
三
回
　
富

山

県

芸

術

祭

主

催

　

第
二
十
八
回
　
富
山
県
民
芸
術
文
化
祭
参
加

　

秋

季

俳

句

大

会

新
谷
　
秀
夫
先
生
の
講
演
を
聴
く

連
盟
夏
季
吟
行
会

氷
見
市
鞍
川

氷
見
市
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

富
山
県
現
代
俳
句
協
会

秋
季
吟
行
俳
句
大
会

　
天
　
位

ま
ん
が
ロ
ー
ド
干
物
の
匂
ふ
夏
暖
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
恵
子

　
地
　
位

千
年
の
樹
根
を
越
え
て
蟻
の
列
　
室
井
千
鶴
子

　
人
　
位
　
　
　

磯
の
香
の
混
じ
る
ラ
ム
ネ
や
番
屋
街
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

中
島
　
兎
女

　
九
月
二
十
九
日
（
日
）
高
岡
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
高
岡
古
城
公
園
や
、
大
仏
、

山
町
筋
等
を
吟
行
。
参
加
者
は
三
十
八
名
、
投

句
数
七
十
六
句
（
二
句
投
句
）、
一
人
五
句
選
。

　
天
　
位

大
仏
の
視
界
は
無
限
鳥
渡
る
　
　
吉
田
　
久
夫

　
地
　
位

格
子
戸
は
日
向
の
匂
い
秋
日
傘
　
櫻
打
　
伸
子

　
人
　
位

大
仏
の
真
向
か
ひ
に
座
し
秋
思
断
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
本
美
知
子
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義
　
信
選

か
づ
を
選

冬
　
青
選

可
津
志
選

置
　
箔
選

こ
う
き
選

喜
　
子
選

康
　
裕
選

久
　
惠
選

城
　
子
選

ゆ
う
子
選

弥
　
生
選

秀
　
子
選

美
智
子
選

洋
　
子
選

直
　
彦
選

一
　
子
選

重
　
之
選

桂
　
子
選

恵
　
子
選

昭
　
夫
選

　
勇
　
選

せ
つ
子
選

寿
　
山
選

三
　
久
選

平
　
太
選

達
　
哉
選

睦
　
子
選

美
知
子
選

多
佳
子
選

真
智
子
選

幸
　
子
選

炎
天
や
お
そ
ろ
し
き
程
空
真
青

宇
宙
よ
り
神
秘
の
軌
跡
星
流
る

七
夕
や
復
興
の
文
字
濃
く
太
く

遠
雷
や
刻
々
と
潮
満
ち
て
く
る

あ
の
時
の
だ
あ
れ
も
居
な
い
夏
休
み

問
は
ず
語
り
の
父
の
爪
切
る
終
戦
日

お
手
紙
も
木
の
実
も
ま
じ
る
お
も
ち
や
箱

涼
新
た
夫
の
床
踏
む
音
確
か

野
も
山
も
川
の
流
れ
も
秋
の
音

だ
ん
な
い
と
仮
設
の
友
の
日
焼
け
顔

人
生
の
二
毛
作
目
へ
古
茶
新
茶

宵
祭
子
に
連
れ
ら
れ
て
余
所
見
し
て

地
震
見
舞
ふ
そ
の
荷
の
中
の
一
夜
酒

人
の
世
に
一
拍
遅
き
花
火
か
な

ふ
る
さ
と
に
長
生
き
を
し
て
梅
を
干
す

絵
日
記
の
見
開
き
ど
ん
と
西
瓜
割

芋
掘
る
児
指
の
先
ま
で
声
に
し
て

青
柿
や
ふ
と
晩
学
の
さ
み
し
き
日

正
座
し
て
黙
す
の
み
な
り
盆
の
客

芋
掘
る
児
指
の
先
ま
で
声
に
し
て

ひ
た
す
ら
に
雨
を
吸
ひ
込
む
青
田
か
な

夏
籠
り
八
十
路
の
挑
む
鶴
亀
算

影
を
踏
み
踏
ま
れ
鎮
守
に
踊
の
輪

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
戦
災
遠
花
火

ま
だ
簗
の
怖
さ
を
知
ら
ず
秋
の
鮎

地
震
見
舞
ふ
そ
の
荷
の
中
の
一
夜
酒

揃
へ
置
く
靴
に
歳
月
魂
迎
へ

身
を
矯
め
て
き
ち
き
ち
風
に
飛
び
掛
か
る

風
に
聞
く
季
節
の
流
れ
夜
の
秋

打
水
の
風
よ
び
や
す
し
縄
暖
簾

苛
立
ち
を
扇
子
を
閉
ぢ
て
納
め
け
り

百
才
を
目
ざ
す
詩
か
も
百
日
紅

内
橋
は
る
み

堀
地
　
　
翠

小
幡
富
貴
子

高
井
　
富
子

高
木
　
昭
夫

西
野
津
奈
子

稗
苗
　
良
二

筏
井
　
恵
子

岩
崎
　
晃
嗣

水
野
　
元
雄

高
田
　
　
勇

室
井
千
鶴
子

石
黒
　
順
子

神
保
と
志
ゆ
き

川
上
　
淑
子

野
村
　
邦
翠

尾
山
勢
都
子

水
野
　
元
雄

馬
瀬
　
和
子

尾
山
勢
都
子

倉
沢
　
由
美

勝
守
　
征
夫

二
口
わ
こ
う

板
谷
野
々
江

土
田
　
由
朗

石
黒
　
順
子

久
﨑
富
美
子

加
能
　
雅
臣

久
﨑
富
美
子

宮
西
　
昌
子

牧
野
き
よ
子

浜
谷
　
栄
子

　

◇

連

盟

選

者

特

選

句

あ
つ
子
選

千
鶴
子
選

純
　
子
選

敬
　
三
選

　
稔
　
選

と
お
る
選

枝
豆
や
笑
ひ
上
戸
と
な
り
て
を
り

御
仏
飯
の
ほ
ど
よ
き
高
さ
秋
立
て
り

た
て
も
ん
の
曳
き
手
た
の
ま
れ
ラ
グ
ビ
ー
部

帰
る
で
も
な
く
自
転
車
小
屋
の
晩
夏

ひ
と
つ
や
い
と
明
日
を
探
す
か
た
つ
む
り

青
栗
の
痛
そ
う
児
ら
の
出
入
口

金
山
美
惠
子

青
木
　
章
子

川
上
　
美
佐

飯
干
ゆ
か
り

寺
田
　
恭
子

加
藤
　
英
一

　

◇

入
　

賞
　

句

　
　
９
　
位
　
４
点

炎
帝
や
五
輪
に
沸
き
し
セ
ー
ヌ
川
　
　
　
　
　
船
平
　
晩
秋

産
声
を
聞
い
て
安
堵
や
遠
花
火
　
　
　
　
　
　
日
合
　
英
子

迷
い
よ
り
抜
け
出
す
た
め
の
夕
端
居
　
　
　
　
成
瀬
　
輝
代

揃
へ
置
く
靴
に
歳
月
魂
迎
へ
　
　
　
　
　
　
　
久
﨑
富
美
子

七
月
や
祝
儀
に
使
ひ
新
紙
幣
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
敏
江

つ
う
ー
か
あ
の
卆
寿
と
米
寿
端
居
し
て
　
　
　
澤
田
　
敏
江

御
仏
飯
の
ほ
ど
よ
き
高
さ
秋
立
て
り
　
　
　
　
青
木
　
章
子

炎
天
や
お
そ
ろ
し
き
程
空
真
青
　
　
　
　
　
　
内
橋
は
る
み

昭
和
の
日
私
も
生
き
た
一
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
丸
田
美
恵
子

た
て
も
ん
の
曳
き
手
た
の
ま
れ
ラ
グ
ビ
ー
部
　
川
上
　
美
佐

干
す
度
に
色
を
濃
く
す
る
青
田
か
な
　
　
　
　
藤
井
　
詩
耕

豇
豆
干
し
物
種
を
干
し
小
商
ひ
　
　
　
　
　
　
田
上
眞
知
子

い
つ
よ
り
か
人
は
お
と
な
に
猫
じ
や
ら
し
　
　
神
保
と
志
ゆ
き

日
に
晒
す
刺
子
の
野
良
着
百
日
紅
　
　
　
　
　
宮
西
　
昌
子

夏
草
や
駅
か
ら
遠
い
古
戦
場
　
　
　
　
　
　
　
柄
沢
　
恭
子

銀
漢
を
恋
う
て
麒
麟
の
首
伸
び
る
　
　
　
　
　
久
保
美
智
子

旅
行
地
図
眺
め
て
は
閉
じ
晩
夏
か
な
　
　
　
　
林
　
　
幸
子

　
※
　
天
位
と
地
位
、人
位
と
四
位
の
順
は
選
考
委
員
会
協
議
に

　
　
　
よ
る

　
令
和
七
年
度

　夏
季
吟
行
俳
句
大
会
（
予
告
）

　

期
　
日
　
令
和
七
年
七
月
二
十
一
日
（
月
・
海
の
日
）

　

会
　
場
　
南
砺
市
　
詳
細
は
未
定

　

吟
行
地
　
桜
ヶ
池
周
辺

　
富
山
県
現
代
俳
句
協
会

　
　
定
期
総
会
・
春
季
俳
句
大
会
（
予
告
）

　

日
　
時
　
二
〇
二
五
年
三
月
二
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　
　

開
会
　
十
三
時

　

会
　
場
　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
　
一
階
　
集
会
室

　
　
天
　
位
　
10
点

水
飲
ん
で
水
飲
ん
で
夏
逝
か
し
け
り
　
　
　
　
室
井
千
鶴
子

　
　
地
　
位
　
10
点

籐
椅
子
の
店
番
凛
と
百
二
歳
　
　
　
　
　
　
　
北
川
　
秀
子

　
　
人
　
位
　
９
点

だ
ん
な
い
と
仮
設
の
友
の
日
焼
け
顔
　
　
　
　
水
野
　
元
雄

　
　
４
　
位
　
９
点

打
水
の
風
よ
び
や
す
し
縄
暖
簾
　
　
　
　
　
　
宮
西
　
昌
子

　
　
５
　
位
　
８
点

芋
掘
る
児
指
の
先
ま
で
声
に
し
て
　
　
　
　
　
尾
山
勢
都
子

　
　
６
　
位
　
７
点

絵
日
記
の
見
開
き
ど
ん
と
西
瓜
割
　
　
　
　
　
野
村
　
邦
翠

ふ
る
さ
と
に
長
生
き
を
し
て
梅
を
干
す
　
　
　
川
上
　
淑
子

　
　
７
　
位
　
６
点

離
れ
ゐ
て
看
と
り
ご
こ
ろ
や
夕
焼
雲
　
　
　
　
四
宮
　
一
子

我
が
胸
に
問
ふ
こ
と
多
し
星
月
夜
　
　
　
　
　
成
瀬
　
輝
代

明
日
帰
る
赤
子
の
服
を
夜
濯
す
　
　
　
　
　
　
横
山
　
優
子

人
間
は
争
い
が
好
き
蟻
の
列
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
憲
子

花
火
待
つ
吾
子
は
北
斗
を
探
し
て
る
　
　
　
　
坂
田
　
紀
枝

寝
転
ん
で
鴨
居
の
写
真
盆
帰
省
　
　
　
　
　
　
森
川
　
敬
三

　
　
８
　
位
　
５
点

網
一
投
夏
日
の
川
面
き
ら
め
か
す
　
　
　
　
　
新
村
美
那
子

端
居
せ
る
Ａ
Ｉ
ニ
ュ
ー
ス
背
に
聞
い
て
　
　
　
野
中
多
佳
子

鬼
太
鼓
の
汗
の
衣
裳
を
干
す
浜
辺
　
　
　
　
　
浅
尾
　
京
子

転
ん
で
も
ま
だ
先
が
あ
り
夏
野
行
く
　
　
　
　
高
田
　
　
勇

が
が
ん
ぼ
に
ひ
と
り
ぼ
つ
ち
を
覗
か
る
る
　
　
石
田
　
英
子

人
の
世
に
一
拍
遅
き
花
火
か
な
　
　
　
　
　
　
神
保
と
志
ゆ
き

遠
花
火
聞
い
て
前
髪
切
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
川
口
　
順
子

図
書
館
の
大
窓
小
窓
秋
立
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
福
島
や
す
子

秋
季
俳
句
大
会
作
品
集
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『
萬
葉
集
』
の
中
で
《
越
中
》
に
関
わ
る
歌

を
「
越
中
万
葉
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
、
歌
数
を

三
三
七
首
と
数
え
て
い
ま
す
。
家
持
が
国
守
と

し
て
越
中
に
赴
任
し
て
き
た
の
は
天
平
一
八

（
七
四
六
）
年
で
、
天
平
勝
宝
三
（
七
五
一
）

年
に
平
城
京
に
戻
る
ま
で
の
五
年
間
を
越
中
で

過
ご
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
家
持
は
『
萬
葉
集
』
を
代
表
す

る
歌
人
の
一
人
で
す
。
こ
の
家
持
が
『
萬
葉

集
』
に
残
し
た
歌
四
七
三
首
の
う
ち
約
半
数
の

二
二
三
首
が
越
中
で
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
「
越
中
万
葉
」
三
三
七
首
の
大
半
が
家
持
の

歌
で
、「
越
中
万
葉
」
は
家
持
な
し
で
は
語
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
家
持
と
い
う
歌
人
が
越

中
に
赴
任
し
て
き
て
、
た
く
さ
ん
の
歌
を
残
し

た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
長
い
歴
史
の
中
の
ほ

ん
の
一
齣
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
逆
に
こ

の
事
実
こ
そ
「
万
葉
の
ふ
る
さ
と
」
の
一
つ
と

し
て
《
越
中
》、
つ
ま
り
現
在
の
富
山
県
を
有

名
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
家
持
に
と
っ

て
の
《
越
中
》
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、

こ
の
短
文
の
中
で
そ
の
す
べ
て
を
語
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
越
中
時
代
の
家
持
を

　
　
　
　
　
越
中
時
代
の
家
持
の
《
驚
異
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
学
芸
課
長

　

講
演
要
旨

考
え
る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
そ

の
一
端
を
説
明
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
馬
並な

め
て

い
ざ
う
ち
行ゆ

か
な

渋し
ぶ
た
に谿

の

　
　
　
　
　 

清
き
磯
み
に

寄
す
る
波
見
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
巻
一
七
・
三
九
五
四
）

　
家
持
が
越
中
に
来
て
最
初
に
参
加
し
た
宴
席

で
詠
ん
だ
歌
で
す
。
赴
任
直
後
の
新
し
い
国
守

に
、
誰
か
が
「
渋
谿
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
語
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
家
持
は
「
い
ざ
う
ち
行
か
な
」

と
宴
席
に
い
る
人
た
ち
を
渋
谿
へ
と
誘
っ
て
い

ま
す
。
渋
谿
と
は
、
高
岡
市
北
部
に
あ
る
、
富

山
湾
の
美
し
い
風
景
の
一
つ
と
し
て
必
ず
紹
介

さ
れ
る
雨

あ
ま
は
ら
し晴

海
岸
の
こ
と
で
す
。

　
じ
つ
は
こ
の
歌
こ
そ
が
、
家
持
が
越
中
の
自

然
を
う
た
っ
た
最
初
の
歌
な
の
で
す
。
は
じ
め

て
や
っ
て
来
た
越
中
の
地
、
こ
の
後
た
っ
ぷ
り

と
そ
の
風
土
を
満
喫
し
、
多
く
の
名
歌
を
残
す

こ
と
と
な
る
家
持
も
、
最
初
は
宴
席
の
出
席
者

か
ら
聞
い
た
話
で
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し

て
い
ま
す
。
当
時
は
個
人
的
に
旅
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
旅
と
は
特
異
な
状

況
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
活
圏
を
越
え

て
、
知
ら
な
い
世
界
（
つ
ま
り
異
境
）
へ
と
出

る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
感
慨
は
ま
さ
に
「
異
に

驚
く
」、
つ
ま
り
は
《
驚
異
》
と
と
も
に
あ
っ

た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。《
越
中
》
は
家
持

に
と
っ
て
ま
さ
に
異
境
で
す
。
都
と
異
な
る
越

中
の
風
土
は
、
き
っ
と
驚
き
に
つ
な
が
っ
た
に

ち
が
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
家
持
が
、
本
格
的
に
越
中
の
風
土
を

歌
っ
た
の
は
《
出す

い

こ挙
》
の
職
務
で
越
中
国
内

を
巡
行
し
た
天
平
二
〇
（
七
四
八
）
年
の
春

で
す
。
お
そ
ら
く
出
挙
の
仕
事
を
遂
行
す
る

た
め
に
、
は
じ
め
て
越
中
国
内
を
く
ま
な
く
巡

る
こ
と
と
な
っ
た
家
持
は
九
首
の
歌
を
残
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
仕
事
の
内
容
や

農
民
の
姿
を
詠
ん
で
い
ま
せ
ん
。
訪
れ
た
土

地
の
、
ま
さ
に
《
風
土
》
を
詠
む
ば
か
り
で

す
。
な
ぜ
家
持
は
こ
の
と
き
の
歌
を
『
萬
葉

集
』
に
残
し
た
の
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
ま

さ
に
《
は
じ
め
て
》
だ
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ

る
《
驚
異
》
を
記
録
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。「
雄
神
河
」（
現
在
の
庄
川
上
流
）
の

「
葦あ

し
つ
き附

」（
巻
一
七
・
四
〇
二
一
）
や
「
延
槻
河
」

（
現
在
の
早
月
川
）
の
雪
解
け
水
の
多
さ(

巻

一
七
・
四
〇
二
四
）
な
ど
、ま
さ
に
越
中
の
《
風

土
》
へ
の
《
驚
異
》
を
実
際
に
体
験
し
た
中
で

詠
ま
れ
た
歌
な
の
で
す
。

　
家
持
が
は
じ
め
て
経
験
し
た
出
挙
の
旅
は

き
っ
と
仕
事
面
で
の
成
果
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
う
た
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
こ
の
と
き
の
歌
か
ら
見
え
て
く

る
の
は
《
越
中
の
風
土
》
を
実
体
験
し
た
《
驚
異
》

ば
か
り
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

越
中
の
風
土
を
本
格
的
に
意
識
し
出
し
た
家
持

は
、
こ
の
後
も
た
く
さ
ん
の
歌
で
《
驚
異
》
を

記
録
し
続
け
ま
す
。
そ
の
集
大
成
の
よ
う
な
作

品
群
が
「
越
中
秀
吟
」(

巻
一
九
・
四
一
三
九

～
四
一
五
〇
）
な
の
で
す
。

　
国
守
と
し
て
初
め
て
赴
任
し
た
越
中
で
の

《
驚
異
》
体
験
を
あ
る
が
ま
ま
に
歌
に
詠
み
続

け
た
家
持
は
、
越
中
の
《
風
土
》
の
な
か
で
歌

人
と
し
て
大
き
く
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
天
平
勝
宝
三
年
秋
に
家
持
は
平
城
京
に
戻

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
出
発
す
る
に

あ
た
っ
て
家
持
は
、

　
　
し
な
ざ
か
る

越こ
し

に
五い

つ
と
せ年

　住
み
住
み
て

　
　
　
　
立
ち
別
れ
ま
く
　
惜を

し
き
宵よ

ひ

か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
巻
一
九
・
四
二
五
〇
）

と
い
う
歌
を
残
し
ま
す
。
越
中
で
の
生
活
を
十

分
に
楽
し
み
、
本
当
に
「
立
ち
別
れ
ま
く
惜
し

き
」
場
所
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
そ
れ

を
素
直
に
、
越
中
を
離
れ
る
の
が
残
念
だ
と
詠

ん
で
い
ま
す
。

　
家
持
が
は
じ
め
て
地
方
に
赴
任
し
た
越
中
の

地
で
の
五
年
間
、
し
っ
か
り
と
《
越
中
の
風
土
》

を
満
喫
し
、
歌
人
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
こ

と
は
確
か
で
す
。『
萬
葉
集
』
を
代
表
す
る
歌

人
の
一
人
で
あ
る
家
持
が
、
歌
人
と
し
て
大
き

く
飛
躍
す
る
上
で
果
た
し
た
《
越
中
》
の
役
割

は
非
常
に
大
き
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
点
か
ら

す
れ
ば
、《
越
中
万
葉
》
の
中
心
的
な
舞
台
で

あ
る
富
山
県
は
、
ま
さ
に
「
万
葉
の
ふ
る
さ
と
」

と
呼
ば
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
な
の
で
す
。



し
た
。

　
（
公
）俳
人
協
会
富
山
県
支
部
俳
句
大
会

　
九
月
二
十
三
日
（
月
・
振
替
休
日
）
富
山
電

気
ビ
ル
に
て
開
催
。
俳
人
協
会
評
議
員
・
「
ラ

ン
ブ
ル
」
主
宰
上
田
日
差
子
先
生
を
講
師
に
迎

え
講
演
を
聞
く
。
演
題
は
「
俳
句
の
ポ
エ
ジ
ー

性
　—

五
千
石
句
を
中
心
に—

」。
投
句
数

百
九
十
二
句
、
会
員
六
十
四
名
で
三
句
投
句
。

　
講
師
特
選

思
ひ
出
に
我
は
消
え
ゆ
く
母
の
秋
　
山
腰
美
佐
子

背
戸
へ
出
て
藁
の
に
ほ
ひ
の
良
夜
か
な

浅
野
　
義
信

ち
ち
ろ
鳴
く
遠
ざ
か
り
ゆ
く
胡
弓
の
音

明
官
　
雅
子

と
り
ど
り
の
和
紙
の
匂
へ
る
夜
長
の
灯

野
村
　
邦
翠

女
狐
も
混
じ
り
て
お
わ
ら
風
の
盆
　
田
代
　
夏
緒

☆
互
選
高
点
句

　
一
　
位

間
引
菜
を
く
す
ぐ
る
や
う
に
洗
ひ
け
り

新
村
美
那
子

　
二
　
位

飛
石
は
父
の
歩
幅
よ
昼
ち
ち
ろ
　
野
村
　
邦
翠

　
三
　
位

ち
ち
ろ
鳴
く
遠
ざ
か
り
ゆ
く
胡
弓
の
音

明
官
　
雅
子

　
令
和
六
年
度
「
辛
夷
」
三
賞
　

　
辛
　
夷
　
賞
　
　
浅
尾
　
京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
平
太

　
衆
山
皆
響
賞
　
　
水
上
　
玲
子

　
奨
　
励
　
賞
　
　
橋
本
し
げ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
淳
子

　
第
52
回
砺
波
市
文
化
祭
俳
句
大
会

　
十
月
十
二
日
（
土
）
砺
波
市
文
化
会
館
に
て

開
催
。
投
句
数
二
百
十
句
。
投
句
者
七
十
名
。

四
十
五
名
参
加
。
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連
盟
会
報
99
号
を
こ
こ
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

次
回
100
号
は
令
和
七
年
七
月
一
日
発
行
予
定

で
す
。
会
報
に
関
す
る
記
事
等
が
あ
れ
ば
原

稿
用
紙
に
記
入
の
上
、
左
記
に
送
付
下
さ
い
。

（
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ 

の
み
）

〒
九
三
二
︱
〇
二
一
一
　
南
砺
市
井
波
一
四
八
五
―
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
田
　
　
　
勇

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
〇
七
六
三
）
八
二—

二
九
〇
八

◇
受
　
賞

〇（
公
）俳
人
協
会
主
催
第
63
回
全
国
俳
句
大
会

　「
一
般
の
部
」

　
大
会
賞
（
四
句
）

新
し
き
楽
譜
の
届
く
四
日
か
な
　
荒
田
眞
智
子

　
選
者
特
選
句

　
　
小
川
　
軽
舟
選

空
き
家
け
ふ
小
さ
き
空
き
地
に
夕
つ
ば
め

二
俣
れ
い
子

編

集

後

記

　「
越
の
讃
歌
」（
衣
）

　
　
　

高
点
上
位
入
賞
作
品

復
興
へ
法
被
の
揃
ふ
祭
山
車
　
野
村
　
邦
翠

水
呑
み
に
来
て
は
踊
の
帯
な
ほ
す荒

田
眞
智
子

涼
し
さ
や
絵
解
き
の
僧
の
黒
法
衣新

村
美
那
子

夏
足
袋
を
小
幅
に
布
橋
灌
頂
会
　
浅
野
　
義
信

サ
ン
ド
レ
ス
夫
の
手
借
り
る
背
の
ボ
タ
ン

西
野
　
睦
子

花
火
見
の
子
の
帯
き
つ
く
結
び
け
り

室
井
千
鶴
子

真
つ
直
ぐ
に
昭
和
を
生
き
て
セ
ル
の
父

野
中
多
佳
子

夜
濯
ぎ
や
あ
ふ
る
る
水
に
練
習
着飯

干
ゆ
か
り

甚
平
や
開
け
つ
放
し
の
夕
座
敷
　
鈴
木
　
幸
雄

浴
衣
着
て
舟
で
来
る
人
潟
祭
　
井
上
す
い
子

む
ぎ
や
節
袴
捌
き
や
寺
の
秋
　
谷
口
　
智
子

将
棋
指
す
親
子
甚
平
着
て
を
り
ぬ山

西
　
澄
子

地
を
鳴
ら
す
黒
の
法
被
や
風
の
盆成

瀬
真
紀
子

子
供
服
買
ひ
揃
へ
る
も
盆
用
意
　
高
田
　
　
勇

新
涼
や
野
良
着
の
ま
ま
で
読
む
手
紙

二
俣
れ
い
子

　
　
片
山
由
美
子
選

新
し
き
楽
譜
の
届
く
四
日
か
な
　
荒
田
眞
智
子

　
　
藤
田
　
直
子
選

ゆ
つ
く
り
と
大
人
に
な
れ
よ
鯉
幟
　
荒
田
眞
智
子

　
　
松
岡
　
隆
子
選

改
札
を
横
向
き
に
出
る
浮
輪
の
子
　
杉
本
　
恵
子

　
　
三
村
　
純
也
選

新
し
き
楽
譜
の
届
く
四
日
か
な
　
荒
田
眞
智
子

　
　
森
田
純
一
郎
選

雁
風
呂
を
焚
か
ね
ど
貝
の
殻
あ
ま
た中

島
　
平
太

　
　
　
応
募
総
数
　
一
万
一
千
百
八
十
五
句

中
坪
達
哉
会
長
は
昨
年
に
続
き
選
者
を
務
め
た

　「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」

　
大
会
賞
（
十
句
）

百
日
の
い
も
う
と
わ
ら
う
春
の
風

　
　
　
　
　
　
高
岡
市
立
伏
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
　
髙
有
　
彩
蘭

　
　
　
　
応
募
総
数
　
一
万
四
百
四
十
六
句

　
奨
励
賞
　
高
岡
市
立
伏
木
小
学
校

〇（
公
）日
本
伝
統
俳
句
協
会
第
三
十
五
回
全
国
大
会

期
　
日
　
令
和
六
年
九
月
十
四
日
（
土
）

会
　
場
　
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
ウ
エ
ス
ト

　
入
選
句

句
屏
風
の
流
る
る
筆
の
爽
や
か
に
　
高
城
　
玲
子

朝
霧
や
丸
飲
み
さ
れ
し
浅
間
山
　
畑
中
あ
づ
き

秋
雲
を
仰
ぎ
て
歩
む
虚
子
小
径
　
武
田
　
律
子

旧
街
道
茅
花
流
し
の
暮
れ
残
る
　
北
川
　
秀
子

〇
第
二
十
四
回
「
俳
句
四
季
」
全
国
俳
句
大
会

　
大
賞
一
名

被
災
地
の
雪
を
溶
か
し
て
米
を
焚
く安

居
　
雅
寿

〇
北
日
本
新
聞
社
文
化
功
労
賞
　
中
坪
　
達
哉

　
来
年
で
発
足
五
十
年
と
な
る
富
山
県
俳
句
連

盟
五
代
目
会
長
と
し
て
、
約
四
百
名
の
会
員
を

率
い
る
。
北
日
本
文
芸
俳
壇
選
者
と
し
て
、
ま

た
、
今
年
で
創
刊
百
年
を
迎
え
た
俳
誌
「
辛
夷
」

を
主
宰
す
る
な
ど
、
県
内
俳
壇
の
発
展
に
尽
力

　
講
　
師

中
坪
達
哉
県
俳
句
連
盟
会
長
　
選

　
天
　
位

刈
田
の
香
夫
を
誘
ひ
て
夜
の
散
歩
　
西
田
満
寿
子

　
地
　
位

我
一
人
残
る
写
真
や
秋
薔
薇
　
　
北
村
加
代
子

朝
蝉
や
今
日
為
す
こ
と
を
口
ず
さ
み堀

田
ふ
み
子

　
人
　
位

虫
の
音
に
仮
面
を
は
ず
す
夕
ま
ぐ
れ宮

田
　
　
衛

子
に
少
し
気
遣
わ
せ
お
り
夏
の
風
邪田

村
　
浩
美

稲
刈
も
終
り
父
子
の
つ
な
ぎ
干
す
　
小
西
　
と
み

川
井
城
子
県
俳
句
連
盟
幹
事
　
選

　
天
　
位

余
生
に
は
広
す
ぎ
る
家
秋
簾
　
　
砂
田
　
春
汀

　
地
　
位

稲
刈
も
終
り
父
子
の
つ
な
ぎ
干
す
　
小
西
　
と
み

新
盆
や
妣
の
着
物
を
並
べ
を
り
　
樋
掛
も
え
ぎ

　
人
　
位

天
井
の
木
目
笑
ふ
や
昼
寝
覚
　
　
沖
田
　
泰
子

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
畑
よ
り
直
行
墓
参
り
　
永
井
　
邦
子

ま
だ
死
な
ぬ
つ
も
り
同
志
の
暑
気
払
ひ

斉
藤
　
孝
臣

◇
句
集
出
版
紹
介

　「
風
狂
の
徒
」　
太
田
　
硯
星
　
　

令
６
・
11


